
外国人の人材育成と
地域経済の活性化に向けて

浜松市長 鈴木康友

【外国人集住都市会議津会議】
セッション２
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その他
韓国又は朝鮮
ペルー
中国
フィリピン
ブラジル

外国人市民数の推移

外国人集住都市会議津会議
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ブラジル

8,667人

39%

フィリピン

3,485人

16%

中国

2,443人

11%

ベトナム

1,809人

8%

ペルー

1,684人

8%

朝鮮･韓国

1,261人
6%

インドネシア

745人 3% その他

1,748人

8%

国籍別

総数：21,842人

外国人市民の定住化の進展

◆国籍別外国人数

2017年４月１日現在

◆在留資格別外国人数

長期で居住可能な在留資格者が８割

外国人集住都市会議津会議

永住者
11,415人
52%

定住者
3,845人
18%

日本人の

配偶者等

1,415人 6%

技能実習

1,468人 7%

特別永住者

867人 4%

留学

615人 3%

永住者の

配偶者等

533人

2%
その他
1,684人
8%

在留資格別

総数：21,842人
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国における外国人材の受入れ

外国人集住都市会議津会議

＜方針・考え方＞
◆ 第５次出入国管理基本計画（2015年9月）
◆ 日本再興戦略2016（2016年6月）
◆ 未来投資戦略2017（2017年6月） など

＜受入れに係る政策＞
○ 高度人材の受入れ（ポイント制の導入）
○ 留学生の受入れ拡大
○ 建設造船技能労働者の時限的受入れ
○ 家事労働者の受入れ
○ 経済連携協定（EPA)による受入れ
○ 難民認定制度の見直し
○ 在留資格「介護」の創設（入管法の改正）
○ 技能実習適正化法の施行 など
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外国人集住都市会議津会議

国における外国人材の受入れ

受入れ
議論の活発化

受入れ
メニューの拡大

司令塔となる組織・機能

社会統合政策の議論
（制度化）は進んでいない

３～５年後の帰国
を前提とした受入れ

＜趣旨＞
・社会秩序の維持,治安対策
・リーマンショック後の日系人対応

＜内容＞
・実態把握、情報共有、意見交換

外国人庁の設置

府省庁間の連携組織

進展して
いない
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外国人集住都市会議津会議

◎ 期間を限定した還流型だけではなく、
長期滞在を視野に入れた社会統合政策
が必要

≪外国人材の受入れについて≫
・「未来投資戦略2017」
・技能実習適正化法・改正入管法の施行
・日系4世の就労資格制度導入検討

など

国への投げかけ
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インターカルチュラル・シティ・ネットワークへの加盟

外国人集住都市会議津会議

インターカルチュラル・シティ・ネットワークへの
加盟合意書署名（2017年10月5日）

インターカルチュラル・シティと多様性を生かした
まちづくり2017浜松での「浜松宣言」の読み上げ


